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【手続補正書】
【提出日】平成20年9月9日(2008.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）平均直径５０μｍ～５ｍｍ(重量平均)の範囲の開放気泡型アミノプラスチック発
泡体片と、
　（ｂ）水と、
　（ｃ）少なくとも１種の界面活性剤と、
　（ｄ）必要に応じて、油または脂肪相と、
 を含むことを特徴とする混合物。
【請求項２】
　界面活性剤（ｃ）を無毒性の界面活性剤から選択する、請求項1に記載の混合物。
【請求項３】
　混合物が２３℃にて１００～１０００００mPa.sの動的粘度を有する、請求項1または請
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求項２に記載の混合物。
【請求項４】
　開放気泡型アミノプラスチック発泡体片（ａ）が５～５００ｋｇ／ｍ3の範囲の密度及
び、１μｍ～１ｍｍの範囲の平均孔径を有するアミノプラスチック発泡体を機械的粉砕す
ることにより作製される、請求項１～３のいずれか１項に記載の混合物。
【請求項５】
　１０質量％以下の少なくとも１種の香料または香気物質（ｅ）を追加して含む、請求項
１～４のいずれか１項に記載の混合物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の少なくとも１種の混合物を洗剤として使用する表
面を洗浄する方法。
【請求項７】
　表面が光沢のある物質で形成された表面である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の混合物を洗剤またはシャワー用ジェルとして使用
する方法。
【請求項９】
　（ａ） 平均直径５０μｍ～５ｍｍ(重量平均)の範囲の開放気泡型アミノプラスチック
発泡体片と、
　（ｂ）水と、
　（ｃ）少なくとも１種の界面活性剤と、
　（ｄ）必要に応じて、油または脂肪相と、
を一緒に混合することを特徴とする請求項１～５項のいずれか１項に記載の混合物の製造
方法。
【請求項１０】
　複数の工程で行われる、請求項９に記載の製造方法。
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